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はじめに 
 
国立情報学研究所では，大学等の研究者の研究活動に関するデータベースである「研究

者ディレクトリ」を作成するため，「学術研究活動に関する調査」を実施している。この調

査は，昭和 36 年以降文部省（現文部科学省）により実施されていたものであるが，平成 4

年度から学術情報センターが引き継ぎ，その後同センターの改組に伴い，平成 12 年度から

は国立情報学研究所において引き続き実施しているものである。 

平成12年度の同調査は，1,478の学術研究機関，約23万人の研究者を対象として実施し，

約 14.4 万人の研究者から回答が得られた。 

この調査結果は，既に本研究所のオンライン情報検索サービス（NACSIS-IR）により「研

究者ディレクトリ」として提供されており，国内の大学等の研究者についての詳細な情報

を知ることができる。また，このうちの主要な項目は，大学等の研究活動を総覧する情報

提供サービス「研究活動資源ディレクトリ：NACSIS-DiRR」により，広く一般に公開されて

いる。 

本報告書は，我が国の学術研究活動を定量的に把握するため，平成 12 年度の同調査結果

を集計しとりまとめたものである。こうした報告書としては，すでに， 

・昭和 52年度調査（昭和 55年文部省公表） 

・平成 5年度調査（平成 8年公表：「我が国における学術研究活動の状況－平成 5年度学

術研究活動に関する調査結果」情報管理，39(7)，(1996)） 

・平成 7年度調査（平成 9年公表：「我が国における学術研究活動の状況－平成 7年度学

術研究活動に関する調査結果」情報管理，40(7)，(1997)） 

・平成 8 年度調査（平成 10 年公表：「我が国における学術研究活動の状況－平成 8 年度

学術研究活動に関する調査結果」学術情報センター刊） 

・平成 9 年度調査（平成 11 年公表：「我が国における学術研究活動の状況－平成 9 年度

学術研究活動に関する調査結果」学術情報センター刊） 

・平成 10 年度調査（平成 12 年公表：「我が国における学術研究活動の状況－平成 10 年

度学術研究活動に関する調査結果」学術情報センター刊） 

・平成 11 年度調査（平成 13 年公表：「我が国における学術研究活動の状況－平成 11 年

度学術研究活動に関する調査結果」国立情報学研究所刊） 

があり，本報告書は 8 回目のものとなる。本報告書においても，前回と同様，当初文部

省が作成した報告書と対照できるような内容，構成としている。 

なお，調査結果を詳細に集計した付表については，今年度から，本研究所のホームペー

ジでの公開のみとしたので、あわせて参照されたい。 

（URL: http://www.nii.ac.jp/publications/RAS/2000/index.html) 

本報告書が，我が国の学術研究活動全体の動向把握に役立てば幸甚である。 
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